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特集：ポリオ撲滅

ロータリー・ワールド・マガジン・プレス付録

インドのイスラム教徒居住地域で大きな進展

密接な協力関係
ロータリーとの協力についてユニセフのアン・べネマン事務局長が語る

現場の顔
ディパク・カブール氏－－インドのボランティア活動を率いるロータリアン

グローバル・アウトルック

　ポリオとの闘いの成果について聞き慣れてしまった
ロータリアンは、これらの業績がいかに驚異的なもので
あるかを、忘れてしまいがちです。どのような指標で見
ても、1988 年にロータリーが世界ポリオ撲滅推進計画
の開始を発表して以来、その進展には目を見張るものが
あります。
　1988 年には毎日 1,000 人もの子どもがポリオに感染
していましたが、2007 年の感染報告例は年間 2,000 人
を下回っています。ポリオの発生率は 99％減少し、感
染国数も 125か国からわずか 4か国（アフガニスタン、
インド、ナイジェリア、パキスタン）にまで減少しまし
た。これらの事実にご注目ください。
　「“ポリオのない世界” というロータリーの独創的なビ
ジョン、そしてロータリーの長年にわたるリーダーシッ
プと支援がなければ」ここまでは達成できなかったと、
世界保健機関（ＷＨＯ）の諸機関間コーディネーターを
務めるアナンド・バラチャンドラン氏は言います。ロー
タリアンは、実に、20年以上の長きにわたって、ポリ
オ撲滅に何十万人もの人々を動員し、20億人の子ども
たちにワクチンを投与し、7億ドルもの資金を投じてき
ました。
　「ワクチンの投与」と「資金集め」が、このキャンペー
ンに欠かせない二大柱であり、最も注目される部分です。

しかし、撲滅という目標を達成するには、これらの活動
を継続することに加えて、さらなる一押し、主要な公共
保健運動を成功へと導くバラチャンドラン氏が言うとこ
ろの「第三の柱」、すなわち「支援要請」が必要になり
ます。
　「残るポリオ常在国において、ポリオ撲滅に対して政
府の最高レベルからの全面的な支持は決定的な意味をも
ちます」とバラチャンドラン氏は述べています。「ポリ

　ようこそ !   「Global Outlook」は、国際的舞台
で実施されているロータリーの活動を紹介する
ロータリー・ワールド・マガジン・プレスの全雑
誌に 3か月に 1度挿入されます。各号では、テー
マを絞ってロータリーのビジョンや活動を掘り下
げていきます。
　「Global Outlook」は、ロータリーが共通のビ
ジョンをもってさまざまな国籍の人々が手を携え
るとき、最善の仕事をする国際組織であることを、
際立たせることになるでしょう。

Global Outlook とは

撲滅に向けた働きかけ
世界からポリオをなくすには、資金、ワクチン、そして協力が必要
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数字に秘められているもの
　世界からポリオがなくなったと証明されるまでに、ロータリーによる
全世界ポリオ撲滅活動への寄付額は 8億 5,000 万ドルを超えるでしょ
う。これはかなりの額です（右ページの円グラフを参照）。「ロータリー
とほかの民間団体から寄せられた寄付金は、全体のおよそ 15％です」と、
ロバート・スコット国際ポリオ・プラス委員長は説明します。資金の大
部分、3分の 2以上は、世界各国の政府から提供されたものです。
　このことは、政
府に支援を働きか
けることがいかに
重要であるかを物
語っています。そ
の一例として、ド
イツ・ベルリンに
あるハンゼシュ
タット・シュトラ
ルズントロータ
リークラブの名誉
会員であるアンゲ
ラ・メルケル首相が、ポリオ撲滅において各国が責任を果たすべきで
あるとして、Ｇ 8諸国首脳に対してサミット中に繰り返し主張してき
たことが挙げられます。ドイツ政府高官にポリオ撲滅の重要性をさら
に訴えるため、ドイツ経済協力開発省は、写真家ジャン・マルクジブ
氏による「ポリオ：最終章」と題する展示会を開催しました。政府や
財界のトップの貢献を表彰するため、ロータリーは「ポリオ撲滅貢献賞」
を授与しています。上記写真展示会と同時期、メルケル首相にもこの
賞が贈られました。　　　　　　　　　　　　　マティアス・シュット

オ撲滅活動が成功し、すべての子ど
もたちにワクチンを投与するには、
政府が総力を挙げて臨まなければな
らないのです」
　各国政府の援助と資金提供を確保
するために働きかけることの重要性
を認識し、ロータリーは、1995 年
に寄付国とともに活動をする実行グ
ループを発足しました。この発足か
ら 13年経った現在までに、アメリ
カ、日本、オランダをはじめとする
国々から、ポリオ撲滅のために概算
で 41億ドルの資金が寄せられてい
ます。
　財政的援助を確保することも急を
要すのですが、それを訴えるだけが
仕事ではありません。政府に国民の
健康のためにポリオ撲滅が最優先課
題と認識させることも重要です。
　バラチャンドラン氏は、「各国首
脳に対するロータリーリーダー、ポ
リオ感染国のロータリアン、主要な
国際的組織に人脈をもつロータリア
ン、さらに、寄付国の指導者に対す
るシニア・ロータリアンによる働き
かけは、各国政府にポリオ撲滅に真
剣に取り組んでもらうために計り知
れないほど重要なものです」と言い
ます。
　2002 年、ポリオ撲滅が正式にＧ
8サミット（主要国首脳会議）の議
題に盛り込まれたことが、飛躍的
に進展するきっかけとなりました。
「“ロータリーのリーダーシップ” が
この成功を決定的なものにしたばか
りでなく、ポリオ撲滅が、毎年のＧ
8サミットの議題に上げられている
のも、ロータリーが継続的に呼びか
けてきたことが軸となっている」と
バラチャンドラン氏は語っていま
す。彼はまた、世界ポリオ撲滅運動
において最大の寄付国であるアメリ
カ政府に対するロータリーの働きか
けに対しても称賛の意を表していま
す。
　「ポリオの影響を受けている国の
多くでは、政府はほかにも数々の問

題を抱えているため、保健問題がど
うしても後回しになってしまいがち
です」とバラチャンドラン氏は話
します。「このような状況下で、一
人でもポリオ患者がいれば、全世界
的な撲滅活動が著しく脅威にさらさ
れる危険性があるということを政府
に理解してもらうのは困難なことで
す。政府を支援し、正しい決断へと
導くことにかけては、ロータリーの
右に出るものはいません」
　現在、各国の提唱アドバイザーと
してボランティアで活動する 27人
のロータリアンと元国際ロータリー
（ＲＩ）会長をはじめとするシニア
リーダーから成るグループが、極め
て重要な支援を行っていますが、中
でも、国際ポリオ・プラス委員長で

ある元医師のロバート Ｓ. スコット
氏の貢献を、バラチャンドラン氏は
高く評価しています。ロータリーの
ポリオ撲滅活動の中心的存在となっ
ているスコット氏は、ＷＨＯの役員
や寄付国政府との協力に全力を傾け
る一方で、「ロータリーの 1億ドル
のチャレンジ」を支援するようロー
タリアンに呼びかけています。
　政府への働きかけについてはいく
つかの問題があると、スコット氏は
指摘します。「撲滅活動が始まって
から 20年余りたった現在では、Ｇ
8国の大臣の多くが交代し、ポリオ
の問題がまだ存在しているというこ
とすら知らない人もいます。大臣が
代わるたびに、また一からやり直さ
なければならないのです」とスコッ
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ト氏は説明します。
　マラソンランナーなら誰もが最後
の 100m が一番苦しいことを知っ
ているように、最後の 1％がキャン
ペーンにおいて最も困難であること
を、スコット氏は理解しています。
撲滅活動が成果を挙げれば挙げるほ
ど、活動への関心を保ち続けるのが
難しくなるという皮肉な現実を、彼
は十分認識しています。「困難を増
していることは明らかです。（撲滅
活動）開始当初には感染者が 1日
に 1,000 人だったのが、今では年
間 2,000 人を下回り、その上エイ
ズの流行やマラリアのまん延、結核

の増加傾向、さらには、汚染された
水に起因するありとあらゆる病気が
まん延している状況下では、ポリオ
を完全に撲滅するために引き続き多
額の資金が必要だということを、各
国の蔵相や保健相に説明するのは至
難の業なのです」とスコット氏は話
します。
　「ポリオ撲滅は必ず実現します」
と公言するほど根っからの楽天家で
あるスコット氏でも、Ｇ 8諸国の
中に、2005 年のグレンイーグルズ
サミットでの財政的支援の公約をま
だ果たしていない国があることに、
落胆の色を隠せません。「一番の障
害は十分な財政的な裏付けがないこ
とだとずっと思っていました。それ

は現在も変わりませんが、Ｇ 8諸
国からの支援が減少していること
で、状況はさらに悪化するばかりで
す。私とともに、すべてのロータリ
アンが固い信念で寄付国の政府にプ
レッシャーをかけ続けてくれるよ
う、呼びかけています」
　寄付国もまた、支援を受ける側の
国々が目に見える形でポリオ撲滅に
懸命に取り組んでほしいと望んでい
ます。アフリカ地域ポリオ・プラス
委員会委員兼ナイジェリアのポリ
オ・プラス委員長として、ナイジェ
リアの公共保健部門への働きかけを
続けているブスイ・オナボル氏は、

撲滅活動の最後の闘いの場であるナ
イジェリアから見通しを述べていま
す。
　オナボル氏は、ナイジェリアは、
国レベルではポリオ撲滅活動を積極
的に支援しているものの、数百もあ
る地方自治体では、ポリオ撲滅活動
を他人事のように思っていると言い
ます。「どこか外国の団体が行って
いる活動ぐらいにしか考えていない
のです。この態度を改めてもらおう
と、必死に説得を試みています」と
オナボル氏は述べています。
　それにもかかわらず、国レベルで
さえ、提唱活動は困難を極めている
というオナボル氏は、その理由をこ
う述べています。「ＨＩＶ / エイズ

やマラリアなどほかの保健ニーズと
競合しています。政府はこれらにも
資金を出さなければなりません。私
たちの責務は、ポリオを最優先項目
として維持することです。ポリオ撲
滅は、保健部門全体を強化するため
に欠くことのできない一手段である
と考えています」
　Ｇ 8諸国の首脳の入れ替わりが
問題となっているのと同様、地方自
治体の役人が年ごとに交代すること
も、ナイジェリアでのオナボル氏の
仕事をさらに難しくしています。「昨
年、撲滅活動がやや減速したことが
警鐘を鳴らしました」とオナボル氏

は言います。「今年はさらに気合を
入れて、提唱活動を行っています」。
日々、あらゆるレベルの役人との会
合のために東奔西走するオナボル氏
は、「会議に明け暮れる毎日で、自
分のロータリークラブの例会にはま
ず出席できません」と話しています。
　一見報われない仕事に見えるかも
しれませんが、そんなことはない、
とオナボル氏は主張します。「ワク
チンを投与されているときの人々の
喜びの表情を見てきましたからね。
ポリオ撲滅プログラムがあるからこ
そ、人々のありがたみがわかるんで
す。人生を豊かにしてくれたこのプ
ログラムに感謝しています」

ポール・イングルマン
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　ユニセフにくる前に、ロータリー
についてはどのような知識をおもち
でしたか。
　祖父がロータリアンでしたから、
子どものころからロータリーのこと
は知っていました。それに、ロータ
リーの会員たちと話す機会も多くあ
りました。
　ユニセフの奉仕のパートナーとし
ての国際ロータリーの一番の強みは
何でしょうか。
　ロータリーは 1985 年以来、ユニ
セフの大変心強いパートナーとなっ
ています。特にポリオ撲滅の分野に
おいては、緊密に協力し合いながら
すばらしい成果を挙げてきました。
いつの時代にも、ロータリーは地域
社会や国際舞台で、強力な奉仕団体
です。ロータリーの協力があったか
らこそ、世界からポリオをなくすと
いう目標が現実のものとなってきた
のです。
　ポリオ撲滅の最新の見通しはいか
がですか。
　ポリオ撲滅プログラムが開始され
て以来、数十億人の子どもたちにワ
クチンを投与してきました。つま
り、ポリオ撲滅は、これまでに実施
された公共保健活動の中では最大規

ユニセフの事務局長、ポリオ撲滅の進展に自信を示す

　2005 年 1月にコフィ・アナン国連事務総長（当時）からユニセフ事務局長に任命

されて以来、アン・ベネマン氏は子どもたちの幸福を推進するために、精力的に活動

を続けています。医療、栄養、きれいな水、教育、児童保護といった包括的援助を拡

大するために、「健全な科学」を応用するというビジョンをもつベネマン事務局長は、

政府、非政府団体、ほかの国連団体、国際金融機関、民間部門など、多方面で強力な

協力関係を築いてきました。ベネマン氏の業績を示すものの一つに、世界中の子ども

の死亡数が初めて 1,000 万人を切ったということが挙げられます。2009 年のユニセ

フの主な目標には、ポリオ発生を防ぐために集中したワクチン投与活動を行うこと、

また、紛争地帯の子どもたちの命を守るといったことが含まれています。昨年 11月、

『THE ROTARIAN』編集長のヴィンス・アバーサーノが、ニューヨークのユニセフ事

務局でベネマン氏に聞きました。

ロータリーとユニセフ：密接な協力関係

模のものです。撲滅が実現する日を
具体的に挙げることは控えますが、
2008 年に向けて数々の大きな進展
がありましたし、現時点（2007 年
11月）で順調に推移しています。今
後 2～ 3 年以内に全世界からポリ
オを撲滅できることを願っていま
す。
　新たなポリオ発生という問題が懸
念されていますが、ユニセフとパー
トナー団体は、撲滅の完遂に向けて
どのような対策を立てていますか。
　現在、ポリオ常在国は、残すとこ
ろ、ナイジェリア、インド、アフ
ガニスタン、パキスタンのわずか 4
か国となっています。ここ 2 ～ 3
年間が、ポリオにとどめを刺す絶好
のチャンスです。
　これら 4 か国における撲滅活動
についてお話しいただけますか。
　アフガニスタンとパキスタンでの
一番の阻害要因は、治安の悪さです。
新しい感染の多くは情勢が不安な地
域で発生しています。一方、インド
とナイジェリアでは、まだワクチン
投与を受けていない子ども、または、
もう一度投与を受ける必要のある子
どもを探し出すことが、一番の課題
となっています。しかし、現在、単

価経口ポリオワクチンと呼ばれる新
種のワクチンが導入され、ポリオを
撲滅する最大のチャンスを迎えてい
ます。この新ワクチンは、従来のも
のよりも子どもの免疫を高める力が
強く、非常に優れた効果があります。
もう一つ画期的なことは、ポリオ予
防接種キャンペーンとほかの援助活
動を組み合わせたことです。例えば、
ナイジェリアのキャンペーンでは、
はしかの予防接種を同時に行うとと
もに、蚊帳をはじめ、子どもと母親
たちの健康状態を改善するほかの日
用品を併せて配給しました。
　世界保健機関のマーガレット・
チャン事務局長は、全世界からポリ
オを完全に撲滅するには、資金不
足という問題があると述べました
が、ユニセフとそのパートナーは、
2008 年、この問題にどのように取
り組んでいますか。
　最近の発表で一番大きなものは、
ゲイツ財団とロータリーが、それぞ
れ 1億ドルをポリオ撲滅活動に提
供する、というものです。
　事務局長への就任当初、ユニセフ
を今後どうしていくか、どのような
ビジョンをおもちでしたか。
　「ミレニアム開発目標」と呼ばれ

2008 年ＲＩロサンゼルス国
際大会で講演するアン・べネ
マン氏
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る目標に注目しました。この目標は、
初等教育の充実、母子の死亡率の低
下、ＨＩＶ撲滅またはＨＩＶ /エイ
ズ、マラリア、結核の予防、きれいな
水と十分な栄養の供給など、主に女
性と子どもを対象としています。私
たちが目指すのは、子どもたちが暮
らしやすい世界をつくるために、こ
うした分野の改善に引き続き取り組
むよう、各国に働きかけることです。

　この目標に向けて、ユニセフでは
どのような成果を挙げていますか。
　希望がもてる成果は出ています。
2007 年、子どもの年間死亡数が、
初めて 1,000 万人を切りました。
1960 年と比べると、60％減少した
ことになります。これは、女性と子
どもの健康改善に焦点を絞り、地域
社会を基盤として、予防接種に加え、
蚊帳、下痢疾患の経口補水塩療法、

ビタミン A補給など、さまざまな
保健的介入を行うことによって実現
しました。適切な援助と医療を受
けることさえできれば、毎年 1,000
万人近くの子どもの命を救うことが
できるのです。

　インドのポリオ・プラス委員長、
ディパク・カプール氏は、若いエネ
ルギーに満ちあふれています。20
年以上にわたり、ロータリーにその
熱意の多くを捧げてきました。同じ
くロータリアンだった父、叔父、祖
父の歩んだ道をたどって、1980 年
にインドのデリー・サウスロータ
リークラブに入会したカプール氏
は、ガバナーをはじめ、国際ロータ
リー（ＲＩ）のさまざまな役職で活
躍してきました。2001 年からはＲ
Ｉのインド・ポリオ・プラス委員会
の委員長として、疲れ知らずの活動
を続けています。
　「8年以上たった今も、私を含め

インドのロータリアン、そして世界
中のロータリアンがいまだにポリオ
と闘い続けていることに驚いていま
す」と深刻な表情で述べた後、次の
ように続けます。「しかし、すでに
99％まで目標に近づいていること
は喜ばしい事実です」
　この楽観主義には理由がありま
す。ポリオの感染者が減り、感染地
域も少なくなっているということで
す。インドでは、1999 年に第 2種
ポリオが根絶され、今年 8月現在、
ポリオの感染者が一番多く見られる
ウッタルプラデシ州でさえ、報告さ
れている第 1種ポリオ（最も危険
で感染が速いタイプ）の感染例はわ
ずか 1件だけです。インドでの感
染者数は、以前の数万人から 200
～ 300 人にまで減少しており、し
かもこれらは最も予防しやすい第 3
種ウイルスによるものだと言われて
います。それでも、発症件数がゼロ
になるまで油断は禁物だと、カプー
ル氏は述べています。
　ＲＩとその協同団体（ユニセフ、
アメリカ疾病対策センター、ＷＨＯ）
が主導し、世界中のロータリアンが

資金を投じてきた撲滅活動を、イン
ド政府も支援してきました。
　「資金は大切です」と前置きした
上でカプール氏は、「しかし、アメ
リカとインドをはじめ、世界中のそ
のほかの国々からやってきたボラン
ティアの献身ぶりには、本当に感動
しました。これらの人々は子どもた
ちを救うために、時間と愛を捧げて
くださるのです。インドのポリオ感
染地域の中でも、最も貧しく、最も
ワクチン投与が困難なのが、ビハー
ルです。何万というボランティアの
人々のおかげで、ビハールも含め、
インドでの全国予防接種日の実施が
可能となりました。インド全国にお
よそ 1億 7,900 万人いる 5歳未満
のすべての子どもたちにワクチンが
投与され、2億 900 万の家庭を戸
別に訪問しました」と続けます。
　ほかにも、数々の重要な進展が見
られました。近年、ＷＨＯおよびサー
ベイランス（監視）のための研究所
では、ポリオ感染者の確認にかかる
時間が半分に短縮されたほか、イン
ド全国でより戦略的な対策が取られ
るようになったのです。ロータリー

インドのポリオ・プラス委員長
ディパク・カプール氏

保健の専門家とともに、ビハールの地図
を見ながら、ポリオ発生状況を確認する
カプール氏

現 場 の 顔

www.rotary.org/go か ら ア ン・
ベネマン氏との対談ビデオの一部
をご覧いただけます。
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のウラマー委員会（本誌Ｐ 48参照）
の活動は、注射に対する恐怖心など、
ワクチンに関するうわさや俗説、迷
信を取り除くことに一役買いまし
た。5歳までの子どもたちに、数滴
のワクチン（多いときは 12滴）が
投与されています。残念なことに、
衛生設備の不備や汚染された水シス
テム、栄養失調、高出産率、そのほ
か貧困に起因するさまざまな問題が
後を絶たないため、ポリオ撲滅活動

はさらに困難を極めています。
　「私が日々、意欲をかきたてられ、
活動に全力投球できるのは、エイズ
やがんと違ってポリオは撲滅が可能
だからです」とカプール氏は述べて
います。「だからこそ、この活動を
続けようと思うのです。撲滅可能な
病気で子どもが苦しむなど、あって
はならないことだと感じます」。さ
らにカプール氏は次のように加えま
す。「勝利の一歩手前まで近づいて

いるのですから、今ここでやめるわ
けにはいきません。やめたら、ポリ
オのウイルスはさらに強くなって
戻ってくるでしょう。そうなれば、
全世界の子どもが危険にさらされる
ことになるのです」

　ポリオ撲滅に向けて国際ロータ
リー（ＲＩ）とビル・アンド・メリ
ンダ・ゲイツ財団が資金投入の協力
関係をしたとの発表を受け、ロータ
リアンとその支援者は、ロータリー
の組み合わせ資金を調達し、同時に、
この最優先目標に対する人々の認識

スコットランドで成功へのスイング

　ゴルフの発祥地、スコットランド
の人々のゴルフに対する情熱は大変
なものがありますが、ロータリアン
のポリオ撲滅に対する情熱もそれに
負けてはいません。そうであれば、
スコットランドのロータリアンがこ
の 2つの情熱を組み合わせたイベ
ントを思いついたのは、ごく自然な
ことです。
　6月 22 日、第 1230 地区のロー
タリアンが、エアーシアのダンドナ
ルド・リンクス・ゴルフクラブでロー
タリーの 1億ドルのチャレンジに
貢献しようと、チャリティーゴルフ
大会を開催しました。
　地区内の 56のクラブから集まっ
た約 170 人の会員とそのゲストた
ちはギネス世界記録を目指して試
合に臨みましたが、午前 7時半の
ティーオフからすでに吹き荒れてい
た暴風雨は収まる気配もなく、新記
録の樹立は断念せざるを得ない結果
となりました。
　ゴルフの成績はともかく、募金と
いう第一目標においては 8,000 ド
ル調達という快挙を達成。この資金、
およびほかの募金行事で集まった資

金を合わせると、同地区の寄付額は
5 万 3,000 ドルにも上ります（本
号の印刷時における情報）。
　「みんなが望んでいる記録の更新
はもちろん、ロータリーがこの地球
上からポリオを駆逐することです」
と言うのは、ヨーロッパを担当する
ＲＩ公共イメージ支援グループ・エ
リア・コーディネーターのボブ・ト
ムリンソン氏です。
　またパストガバナーのアンド
リュー・ヒューズ氏は、「このゴル
フ大会のおかげで、1億ドルのチャ
レンジへ大きく貢献できただけでな
く、スコットランド全域でロータ
リーとポリオ撲滅キャンペーンにつ
いての理解も深まりました」と述べ
ています。
　このイベントは、伝説的ゴル
ファーで、ポリオを患ったことのあ
るジャック・ニクラウスという強力
な後ろ盾を得て、複数の全国紙から
取材を受けるなど、メディアの注目
を集めました。「ポリオが忘れ去ら
れようとしているスコットランド
で、再びこの病に光を当てることが
できました」と、この大会の幹事役
を務めたアレックス T. ブレア氏は
語ります。

Global Digest

チャレンジに応え、各地で募金活動

を高めるために数々の画期的な募金
方法を計画し始めました。
　各地のクラブが後援する入札式
オークションから、100 万ドルま
たはそれ以上の高額な寄付誓約に至
るまで、世界中のロータリアンが、
2010 年 12 月までに、1 億ドルの
募金目標に到達できるように取り組
んでいます。

ディパク・カプール氏、ならびに
インドとネパールでのポリオ撲滅
活動のスライドショーを、www.

rotary.org/go からご覧いただけます。
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